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令
和
４
年
６
月
３
０
日
１
０
時
３
０
分
、
大
分
市
府
内
町
の

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度

通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　
過
去
２
年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
正
組
合
員
に
対
し
出
席
自
粛
を
要
請
し
書
面
で
の
議

決
権
の
行
使
を
奨
励
し
た
が
、
本
年
は
多
額
の
減
損
処
理
を

含
む
予
算
案
等
を
提
案
す
る
総
会
で
あ
り
、
組
合
員
の
十

分
な
理
解
を
得
る
た
め
３
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と
し
た
。

（1）

ＪＦ大分

発行元
大分県漁協

http://www.jf-oita.or.jp/

漁業士研修

旭日小綬章
知事が伝達

３　面

養ブリ輸出
Ｖ字回復

５　面

県議会・予算

６　面

水研だより

　
総
会
当
日
の
正
組
合
員
数
２
６
５

０
人
中
２
２
２
９
人
が
出
席
し
（
内
、

書
面
議
決
に
よ
る
出
席
２
１
５
５

人
）
、
総
会
は
成
立
し
た
。

　
冒
頭
挨
拶
し
た
中
根
組
合
長
は
、

「
コ
ロ
ナ
禍
は
、
水
産
業
界
に
も
甚
大

な
影
響
を
与
え
た
。
中
高
級
魚
が
多

い
本
県
漁
業
に
と
っ
て
価
格
の
低
迷

は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
で
、
こ
れ
に
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
悪
化
に
よ
る
燃
油

高
騰
が
重
な
り
、
漁
業
生
産
活
動
自

体
が
低
調
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
結

果
、
昨
年
度
の
漁
協
の
経
済
事
業
は

総
じ
て
厳
し
い
収
支
実
績
と
な
っ

た
。
本
年
度
の
漁
協
経
営
を
取
り
巻

く
状
況
も
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
燃
油
対

策
、
改
正
漁
業
法
等
へ
の
対
応
、
信

用
事
業
譲
渡
の
判
断
な
ど
、
課
題
が

山
積
し
て
い
る
。
特
に
、
来
年
度
に

迫
っ
た
会
計
監
査
人
監
査
へ
の
対
応

と
し
て
多
額
の
減
損
処
理
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
予
算
案
に
計
上
し
た
。

さ
ら
に
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

て
、
需
要
の
高
ま
る
産
地
加
工
に
積

極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
組
合

員
、
職
員
と
も
に
減
少
と
高
齢
化
が

進
む
中
で
、
組
織
や
業
務
の
合
理

化
、
固
定
資
産
に
見
合
う
増
資
な
ど

漁
協
経
営
の
健
全
化
も
待
っ
た
な
し

２　面

法
・
時
期
の
決
定
に
つ
い
て
」
、
第
５

号
議
案
「
第
２
１
事
業
年
度(

令
和
４

年
度)

に
お
け
る
借
入
金
の
最
高
限

度
額
決
定
に
つ
い
て
」
、
第
６
号
議
案

「
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」
、
及

び
第
７
号
議
案
「
監
事
監
査
細
則
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
」
の
７
議
案
を
付

議
し
た
。

　
ま
た
、
報
告
事
項
と
し
て
「
第
２
０

事
業
年
度(

令
和
３
年
度)

貸
借
対
照

表
・
損
益
計
算
書
及
び
注
記
表
に
つ

い
て
」
及
び
「
行
政
庁
検
査
に
係
る
総

会
報
告
に
つ
い
て
」
を
説
明
し
た
。

　
　
出
席
組
合
員
か
ら
は
、
減
損
処

理
に
至
っ
た
経
緯
、
お
さ
か
な
ラ
ン

ド
Ｏ
Ｐ
Ａ
店
へ
の
対
応
、
遊
漁
者
と
の

競
合
等
々
に
つ
い
て
発
言
が
あ
っ
た
。

特
に
、
支
店
、
取
次
店
の
統
廃
合
な

ど
組
織
や
業
務
の
合
理
化
を
早
急

に
進
め
る
べ
き
と
の
意
見
に
は
、
前

向
き
に
取
り
組
む
と
答
弁
し
た
。

　
提
案
し
た
議
案
は
、
す
べ
て
賛
成

多
数
で
可
決
・
成
立
し
た
。

　
本
漁
協
監
事
の
羽
迫
光
雅
様
は
、
六
月
二
七
日

享
年
六
八
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
前
の
ご
功
績
を
称
え
ま
す
と
と
も
に
、
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

で
進
め
る
。
今
後
は
、
課
題
を
一
つ

一
つ
解
決
し
な
が
ら
、
組
合
員
の
経

営
安
定
と
協
同
組
合
活
動
の
発
展

に
向
け
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
精

進
す
る
。
」
と
組
合
員
の
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
た
。

　
次
い
で
、
ご
来
賓
と
し
て
尾
野
賢

治
大
分
県
副
知
事
と
志
野
英
樹
農

林
中
央
金
庫
福
岡
支
店
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン

バ
ン
ク
九
州
担
当
部
長
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
。

　
議
長
に
蒲
江
支
店
所
属
の
茅
野
眞

二
氏
を
選
出
し
て
議
事
に
入
っ
た
。

　
第
１
号
議
案
「
第
２
０
事
業
年
度

(

令
和
３
年
度)

事
業
報
告
及
び
損
失

処
理
案
の
承
認
に
つ
い
て
」
、
第
２
号

議
案
「
第
２
１
事
業
年
度(

令
和
４
年

度)

事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
」
、
第

３
号
議
案
「
第
２
１
事
業
年
度(

令
和

４
年
度)

に
お
け
る
理
事
、
監
事
の
報

酬
額
の
決
定
に
つ
い
て
」
、
第
４
号
議

案
「
第
２
１
事
業
年
度(

令
和
４
年
度)

の
賦
課
金
、
行
使
料
と
そ
の
徴
収
方

７　面

追　悼

軽石に注意

http://www.jf-oita.or.jp/
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中根組合長による講評

（2）

　
大
分
県
漁
業
士
連
絡
協
議
会
（
松
原
正
隆
会
長
）
は
１
１
日
、
別
府
市

「
亀
の
井
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
全
体
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
漁
業
士
２
７
名
と
漁
業
学
校
生
２
名
が
出
席
し
た
ほ
か
、
県
漁
協
か

ら
も
中
根
組
合
長
を
始
め
理
事
や
運
営
委
員
長
、
幹
部
職
員
な
ど
９

名
が
参
加
し
、
討
論
に
加
わ
っ
た
。

大
分
県
漁
業
士
会

 

全
体
研
修
会
を
開
催

　６月１０日、大分県庁舎特別応接室において、大

分県漁協前組合長山本勇氏への旭日小綬章伝達式が

行われた。福枝夫人とともに伝達式に臨んだ山本勇

氏は、広瀬知事から勲記・勲章の伝達を受け、喜び

を新たにした。

　山本氏からは「知事から伝達を受け身に余る光栄

です。これも皆様の多年に亘るご指導、ご支援の賜

と深く感謝しています。今後はこの栄誉に恥じぬよ

う一層精進し、ご芳情に報いたいと思います。」と

ご挨拶をいただきました。

　県漁協の役職員一同、改めて心からお祝いを申し

上げますとともに、山本ご夫妻の益々のご健勝、ご

多幸をお祈りします。

山本前組合長に『旭日小綬章』伝達

い
手
の
減
少
と
高
齢
化
の
一
層
の
進

行
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。
対
策
に
つ

い
て
も
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た

が
、
新
規
就
業
者
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
初
期
投
資
の
支
援
が
必
要
と
す

る
意
見
に
対
し
、
借
金
し
て
で
も
や

る
気
概
が
な
い
と
続
か
な
い
と
す
る

意
見
も
あ
り
、
検
討
の
更
な
る
深
化

が
必
要
だ
。
ま
た
、
個
人
経
営
か
ら

会
社
経
営
（
協
業
化
）
へ
の
移
行
が
必

要
と
す
る
意
見
も
出
さ
れ
、
施
策
の

ヒ
ン
ト
に
な
り
そ
う
だ
。

　
県
は
、
第
１
４
２
号
に
も
掲
載
し
た

と
お
り
、
広
く
組
合
員
や
職
員
か
ら

意
見
を
聴
く
と
し
て
お
り
、
あ
る
程

度
の
形
に
な
れ
ば
本
紙
面
で
も
紹
介

し
た
い
。

環
境
と
資
源
に
調
和
し
た

　
持
続
可
能
な
水
産
業
を
目
指
し
て

趣旨説明を聞く参加者 班に分かれてグループ討論

　
今
回
の
研
修
テ
ー
マ
は
、
大
分
県
の

次
期
農
林
水
産
業
振
興
計
画
の
策

定
作
業
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
水
産

業
が
抱
え
る
課
題
と
５
年
後
、
１
０

年
後
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る
も
の

で
あ
っ
た
。

　
県
農
林
水
産
企
画
課
の
三
代
主
査

が
趣
旨
を
説
明
し
、
次
い
で
県
漁
協

の
新
川
参
事
が
組
合
員
数
の
推
移
や

年
齢
構
成
の
実
態
、
人
口
の
将
来
推

計
に
つ
い
て
資
料
を
示
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
討
論
は
６
班
に
分
か
れ

て
行
い
、
普
及
員
が
司
会
と
書
記
を

務
め
、
そ
れ
ぞ
れ
課
題
と
対
策
に
つ

い
て
議
論
し
た
。
課
題
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
班
か
ら
水
産
資
源
の
減
少
、

温
暖
化
や
貧
栄
養
化
な
ど
海
域
環

境
の
変
化
、
遊
漁
者
数
の
増
加
、
担
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竣
工
）
に
て
骨
切
り
加
工
を
施
し
た

ハ
モ
を
メ
ニ
ュ
ー
化
し
、
ハ
モ
天
１
６
万

５
千
食
の
提
供
を
通
じ
て
、
県
産
ハ
モ

の
Ｐ
Ｒ
及
び
消
費
拡
大
を
推
進
し

た
。

　
ま
た
、
巣
ご
も
り
需
要
に
よ
る
家

庭
内
消
費
が
高
ま
る
中
、
県
産
魚
の

消
費
拡
大
及
び
魚
食
普
及
に
向
け
、

県
漁
協
で
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
上
に
「
Ｊ

Ｆ
お
お
い
た
お
さ
か
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

を
開
設
し
、
魚
の
捌
き
方
動
画
（
養

殖
ブ
リ
・
ヒ
ラ
メ
、
ハ
モ
）
等
を
公
開
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
県
漁
協
ハ

モ
加
工
処
理
施
設
で
の
ハ
モ
出
荷
量

が
１
１
倍
以
上
（
原
魚
４
・
２
ト
ン
→

４
８
・
５
ト
ン
に
増
加
す
る
等
、
関
東

圏
を
中
心
に
県
産
魚
の
一
層
の
Ｐ
Ｒ

及
び
消
費
拡
大
が
図
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
４
年
度
の
水
産
品
、
水
産

加
工
品
の
販
路
開
拓
計
画
は
以
下

の
と
お
り
。

・
お
お
い
た
の
魚
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

量
販
店
で
の
県
産
魚
の
Ｐ
Ｒ
及
び
消

費
拡
大
（
養
殖
ブ
リ
類
、
ハ
モ
等
）

・
お
お
い
た
の
魚
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

飲
食
店
の
認
定

・
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
商
品
づ
く
り
の

推
進
（
フ
ィ
レ
、
ロ
イ
ン
、
骨
切
り
ハ

モ
、
冷
凍
等
）

天丼てんや「ハモ天丼」

魚の捌き方動画

30.8%

844,612 207,510 637,102 307.0%

 養殖クロマグロ
（千円） 16,429

　
「
Ｔ
ｈ
ｅ
・
お
お
い
た
」
ブ
ラ
ン
ド
流

通
対
策
本
部
（
本
部
長 : 

佐
藤
章
県

農
林
水
産
部
長
）
は
３
日
、
市
内
の

ホ
テ
ル
で
４
年
度
総
会
を
開
催
。
３

年
度
の
事
業
実
績
・
収
支
決
算
、
４

年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
（
案
）

を
承
認
し
た
。

　
水
産
物
の
３
年
度
実
績
は
以
下
の

と
お
り
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
売
上
が
比
較
的

堅
調
で
あ
っ
た
量
販
店
、
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
店
等
に
対
す
る
販
促
を
強
化

し
た
。
関
東
圏
の
量
販
店
「
ベ
ル
ク
」

（
関
東
１
２
６
店
）
に
加
え
、
新
た
に

ウ
オ
ロ
ク
（
新
潟
４
１
店
）
、
オ
ギ
ノ

（
山
梨
４
０
店
）
を
「
お
お
い
た
の
魚

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
量
販
店
」
に
認
定

し
、
こ
れ
ら
の
認
定
店
に
お
い
て
「
大

分
ヒ
ラ
マ
サ
健
康
時
短
レ
シ
ピ
お
す

す
め
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
６
～
７
月
オ
ギ

ノ
他
）
」
や
「
か
ぼ
す
ブ
リ
フ
ェ
ア
（
１

月
ウ
オ
ロ
ク
）
」
、
「
Ｔ
ｈ
ｅ
・
お
お
い
た

オ
ス
ス
メ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
２
月
ベ
ル

ク
）
」
、
「
県
産
ハ
モ
Ｐ
Ｒ
販
売
（
２
～
３

月
ウ
オ
ロ
ク
）
」
を
実
施
し
、
か
ぼ
す

ブ
リ
、
大
分
ヒ
ラ
マ
サ
、
ハ
モ
等
の
Ｐ
Ｒ

及
び
消
費
拡
大
に
取
り
組
ん
だ
。

　
大
手
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
「
天
丼
て

ん
や
」
（
全
国
１
５
１
店
）
で
は
、
県
漁

協
ハ
モ
加
工
処
理
施
設
（
令
和
２
年

主
な
水
産
物

 養殖シマアジ
（千円） 35,646 4,842 30,804 636.2%

（トン） 787 234 553 236.3%
 養殖ブリ

（千円）

52,596 -36,167 -68.8%

（トン） 6 23 -17 -73.9%

（トン） 21

養ブリ輸出Ｖ字回復
～養シマアジ急伸～

（3）

24.2%

　県は５月２４日の知事定例会見において、令和３年度の農林水産物輸出実績を公表した。

　養ブリは、２年度の２３４㌧、２億７５１万円から３年度には７８７㌧、８億４４６１万円と量で３３６％、金額で４０７％と急増し、こ

こ数年間の減少傾向からＶ次回復を果たし、量・額ともに過去最高となった。また、農林水産物の総額は、６年連続で過

去最高となる３５億９３５１万円で、前年度に比べて７億円、率にして２４％の増になった。

県産農林水産物全体も右肩上がり

応
し
た
出
荷
に
よ
り
、
新
規
取
引
を

開
始
し
て
い
る
。
防
疫
上
の
規
制
に

よ
り
、
中
国
向
け
「
養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
」

の
取
引
が
減
少
し
た
が
、
中
国
の
「
お

お
い
た
農
林
水
産
物
輸
出
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
の
連
携
強
化
に
よ
り
、
養

殖
シ
マ
ア
ジ
の
輸
出
が
開
始
さ
れ
る

な
ど
、
今
後
の
取
引
拡
大
に
期
待
が

持
て
る
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。
６

年
度
総
額
５
７
億
円
の
目
標
に
向

か
っ
て
、
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。
」
と

し
て
い
る
。

　
知
事
は
会
見
で
、
「
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
現
地
で
の
販
促
活
動
や
海
外
バ

イ
ヤ
ー
の
招
聘
等
が
制
限
さ
れ
る

中
、
輸
出
に
携
わ
る
方
々
が
、
現
地

法
人
等
と
連
携
し
た
販
促
活
対
動

や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
商
談
等
を
や
っ

て
い
た
だ
き
、
過
去
最
高
の
実
績
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
養
殖
ブ
リ

で
は
、
米
国
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
外
食
需
要
の
回
復
や
、
活
魚
の
需

要
が
高
い
韓
国
へ
の
活
魚
運
搬
船
に

よ
る
出
荷
に
よ
り
、
取
引
量
が
増
え

て
い
る
。
香
港
で
も
現
地
加
工
ニ
ー
ズ

に

3 18 586.1%

令和３年度 農林水産物輸出実績

区　　分

233,970

（単位）
Ｒ３

（２０２１）
Ｒ２

（２０２０）

対前年

増減額 増減率

農林水産物総額 （千円） 3,593,514 2,892,463 701,051

水産物総額 （千円） 992,765 758,795

令 和 ４ 年 度

「Ｔｈｅ・おおいた」ブランド

流通対策本部総会
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林水産部審議監が、専務理事に景平真明漁業公社

事務局長を選定した。

　高野理事長は挨拶で、「漁業公社は良質な種苗の

放流により水産資源の回復に寄与するため、５年度の

本格稼働を目指して国東事業場の新施設建設を進

めている。水槽容積は現状の１・６倍になり、生産性の

向上やコスト削減に取り組む。」と所信を表明した。

　その他の新役員（理事）は次のとおり。

　　　重松勝也（大分市農林水産部長）

　　　稗田辰朗（佐伯市農林水産部長）

新
国
東
事
業
場
完
成
予
想
図

　公益社団法人大分県漁業公社（景平真明理事長）は２

４日、県水産会館において第１１回通常総会を開催した。

  第１号議案「令和３年度事業報告書、正味財産増減計

算書等の承認について」、第３号議案「令和４年度役員報

酬額の決定について」及び第４号議案「人事異動の伴う

役員の選任について」を承認した。第２号議案「令和４年

度事業計画書及び収支予算書の報告について」は、３月

２日の理事会承認事項の報告を受けた。

　総会後の第２回理事会では新理事長に高野英利県農

　大分県ＪＦ共済推進本部（中根隆

文本部長）は２１日、県水産会館にお

いて定例総会を開催した。

　本部長の主催者挨拶に次いで、来

賓として全国共済水産業協同組合

連合会の中島健常務理事、当漁協

の新川参事が紹介され、中島常務

が祝辞を述べた。

　本部長を議長に選出して議事に入り、第１号議案「2021
年度活動報告について」、第２号議案「2022年度活動計
画（案）について」並びに第３号議案「2022年度漁協還元
奨励策およびご契約者向けキャンペーン（案）について」
の３点が附議され、万事承認され大分県ＪＦ共済推進本
部の意志決定とすることとされた。
　各地区の漁業運営委員長には、ＪＦ共済の推進にご理
解、ご協力をお願いします。

　株式会社 佐伯魚市場（嶋原隆

之社長）は１２日、第４６期定時株主

総会を開催した。

　当漁協は株式の49.7％を保有し

ており、市場の経営は県漁協にも

影響があることから、専務理事及

び参事の２名が出席した。

　第４６期の営業報告及び決算、第

４7期の事業計画及び予算等を承

認したが、今後も四半期ごとに収支

状況を確認することとしている。

株式会社 佐伯魚市場 大分県漁獲情報デジタル化推進協

　大分県漁獲情報デジタル化推進協議会（会長：大屋寛水産振興課長）は１０
日、県庁本館において令和４年度通常総会を開催した。
　３年度において、水産庁の承認を得た全体計画に沿って「漁獲情報デジタル
化推進計画」が策定されたこと、４年度はこの計画に沿って、県漁協の統一電

算システム内の販売システムを改修する計画が示され、可決成立した。事業

費は３,２００万円余で、全額国庫補助金が充てられる。

大分県ＪＦ共済推進本部

大分県漁業士連絡協

大分県漁業公社 ～新理事長に高野英利氏～

（4）

　大分県漁業士連絡協議会（松原正隆会長）は１１

日、別府市「亀の井ホテル」において全体研修会（▼

２ページ参照）終了後に第２４回通常総会を開催し

た。過去２年間は書面決議であったため、３年ぶりの

対面での開催となった。

　令和３年度の経過報告（部会活動等報告）及び会

計報告、４年度の事業計画及び予算（案）の全議案

が可決成立した。

　また、新規加入者として宮崎大輔氏（日出支店・小

型底曳き網）、脇谷哲平氏（上入津支店・魚類養殖）

及び浪井陽満氏（下入津支店・魚類養殖）の３名が

紹介された。

総

会

開

催
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阿部長夫議員

【
質
問
】
阿
部
議
員

  

世
界
情
勢
を
踏
ま
え
る
と
燃
油
価

格
の
更
な
る
高
騰
、
長
期
化
が
懸
念

さ
れ
る
。
燃
油
価
格
の
変
動
に
左
右

さ
れ
に
く
い
足
腰
の
強
い
経
営
体
を

育
成
す
る
必
要
は
。

【
答
弁
】
佐
藤
農
林
水
産
部
長

  

国
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
活
用
と

合
わ
せ
、
生
産
者
の
省
エ
ネ
化
の
取

組
を
強
力
に
後
押
し
す
る
。
水
産
業

で
は
省
エ
ネ
型
漁
船
エ
ン
ジ
ン
の
載
せ

替
え
に
補
助
率
を
か
さ
上
げ
し
て
拡

充
支
援
す
る
。
（
▼
補
正
予
算
案
）

　

ア
サ
リ
資
源
の
回
復

　

に
つ
い
て

【
質
問
】
阿
部
議
員

　
燃
油
高
騰
の
中
、
ア
サ
リ
漁
は
沿

岸
で
高
齢
者
も
で
き
る
貴
重
な
収

入
源
。
守
江
湾
の
研
究
知
見
を
他
海

域
に
も
展
開
し
県
内
ア
サ
リ
資
源
の

復
活
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
。

省
エ
ネ
型
エ
ン
ジ
ン
導
入
へ
支
援

６
月
補
正
予
算
案
に
５
０
億
円
 

大
分
県

農林水産委員会

　

県
産
農
林
水
産
物
の

　

県
内
消
費
拡
大
に
つ
い
て

　

農
林
水
産
業
で
の

　

燃
油
高
騰
対
策
に
つ
い
て

清田哲也議員

【
質
問
】
清
田
議
員

　
地
産
地
消
の
取
組
で
は
、
大
人
へ
の

食
育
、
意
識
付
け
も
重
要
。
県
産
農

林
水
産
物
の
県
内
消
費
拡
大
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
か
。

【
答
弁
】
佐
藤
農
林
水
産
部
長

　
県
産
農
林
水
産
物
の
出
荷
先
は
物

流
コ
ス
ト
面
で
は
県
内
消
費
が
有

利
。
県
民
の
食
習
慣
を
醸
成
す
る
食

育
活
動
と
し
て
、
小
学
校
で
の
養
殖

ヒ
ラ
メ
の
出
前
授
業
に
続
き
、
今
年

度
は
有
名
料
理
家
の
ブ
リ
の
レ
シ
ピ

動
画
を
作
成
す
る
。
ま
た
、
県
内
量

販
店
の
取
扱
量
拡
大
に
向
け
、
レ
シ

ピ
関
連
食
材
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
販
促
を

強
化
す
る
。

（5）

　県議会農林水産委員会（太田正美委員長）

は５月１１日から６月３日の間、本年度の県内所

管事務調査を実施した。

　
県
は
６
日
、
令
和
４
年
度
一
般
会

計
６
月
補
正
予
算
案
を
公
表
し
た
。

　
国
の
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
『
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
』
」

を
踏
ま
え
、
今
後
の
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の

社
会
経
済
再
活
性
化
を
着
実
に
進

め
て
い
く
た
め
、
原
油
・
原
材
料
価

格
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
生
活

者
や
事
業
者
の
負
担
軽
減
に
向
け

た
支
援
な
ど
、
早
急
に
対
応
が
必
要

な
経
費
を
補
正
予
算
に
計
上
し
、
直

ち
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。
補
正

額
は
５
０
億
４
８
７
４
万
円
。
既
決

予
算
額
と
合
わ
せ
た
累
計
で
は
７
２

２
８
億
８
９
７
４
万
円
と
な
っ
た
。

　
こ
の
う
ち
水
産
関
係
予
算
と
し
て

は
、
「
漁
業
燃
油
価
格
高
騰
緊
急
対

策
事
業
」
１
億
７
千
万
円
が
新
規
に

計
上
さ
れ
た
。
内
容
は
、
燃
油
価
格

高
騰
下
に
お
け
る
漁
業
者
の
経
営

安
定
を
図
る
た
め
、
省
エ
ネ
型
エ
ン

ジ
ン
導
入
へ
の
支
援
を
拡
充
す
る
も

の
。
補
助
率
が
１
／
２
か
ら
５
／
６

(

国
１
／
２
＋ 

県
１
／
３)

と
高
く

な
っ
た
。

　
所
管
は
水
産
振
興
課
。

素
発
生
装
置
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

等
に
対
す
る
県
の
支
援
の
お

礼
と
陸
上
養
殖
施
設
に
対
す

る
共
済
制
度
の
必
要
正
当
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　
「
水
産
物
加
工
処
理
施
設
」

で
は
、
大
田
工
場
長
が
施
設

の
処
理
能
力
や
人
手
不
足
の

実
態
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
「
杵
築
支
店
荷
捌
き
ハ
モ
加

工
処
理
施
設
」
で
は
、
奥
井
支

店
長
と
長
船
課
長
役
が
、
出

荷
先
や
出
荷
形
態
、
作
業
員

数
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

育成漁場とアサリ
（北部水産Ｇ提供）

【
答
弁
】
佐
藤
農
林
水
産
部
長

　
守
江
湾
の
被
覆
網
等
を
用
い
た
育

成
漁
場
内
の
推
定
資
源
量
は
約
２
０

㌧
ま
で
増
加
し
、
周
辺
海
域
に
は
浮

遊
幼
生
が
高
密
度
で
確
認
さ
れ
母

貝
団
地
の
効
果
も
出
て
い
る
。
こ
の

成
果
を
主
産
地
で
あ
っ
た
豊
前
海
に

展
開
す
る
た
め
、
波
浪
か
ら
稚
貝
を

守
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
籠
等
を
用
い
た

試
験
を
実
施
。
現
場
に
普
及
さ
せ
ア

サ
リ
資
源
の
回
復
に
つ
な
げ
る
。

第２回定例会

水 産 関 係
質 疑 応 答

　
当
漁
協
関
係
で
は
、
５
月
１

１
日
に
「
㈱
大
分
み
ら
い
水

産
」
、
２
６
日
に
「
下
入
津
ヒ
ラ

メ
組
合
」
及
び
「
水
産
物
加
工

処
理
施
設
」
、
６
月
３
日
に
「
杵

築
支
店
荷
捌
き
ハ
モ
加
工
処

理
施
設
」
が
対
象
と
な
っ
た
。

「
㈱
大
分
み
ら
い
水
産
」
で
は

秋
月
専
務
が
か
ぼ
す
ブ
リ
、
か

ぼ
す
ヒ
ラ
マ
サ
の
養
殖
規
模
や

選
別
、
餌
の
配
合
等
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

　
「
下
入
津
ヒ
ラ
メ
組
合
」
で

は
、
橋
本
運
営
委
員
長
が
酸

　県議会は６月２０日から２２日の３日間、一般質問を行った。自民

党の清田哲也氏（佐伯市）は「県産農林水産物の県内消費拡大

について」、また、阿部長夫氏（杵築市）は「農林水産業での燃油

高騰対策」及び「アサリ資源の回復について」聞いた。

県 内 所 管
事 務 調 査

県 議 会
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ハモ加工残渣をマダコかご漁業の餌に

　マダコやガザミを対象とした周防灘のかご漁業では、主に冷凍サバを餌として一回の操業で数10キロのサバが使

用されます。サバの漁獲量は年変動が大きく、不漁の場合、価格が高騰することがあり、漁業者はサバに代わる安く

て安定的に入手できる餌を求めています。

　ところで、多くの魚種で資源の減少がみられている昨今ですが、大分県内で獲れているハモについては比較的豊

漁が続いており、少しでも高く売るために、骨切りし付加価値をつけて販売する取組が行われています。ハモの加工

場では、中骨や内臓といった加工残渣が大量に発生しますので、費用を払って処分されています。

　そこで、加工残渣処理費用を減らしたい加工業者といつでも入手できる安い餌を求めているかご漁業者をうまく

マッチングできないかということで、昨年度、ハモの加工残渣（写真.1）をマダコのかご漁業の餌に利用できないか試

験を行いました。

　実際の漁場にサバとハモの加工残渣を餌としたかごを交互に装着した漁具（各14かごづつ）を投入し比較試験を

行いました。翌朝取上げたところ、サバを餌としたかごのうち3かご計3個体のマダコが入り、ハモの加工残渣を餌とし

たかごにも3かご計3個体のマダコが入りました（表.1）。今回の結果から、ハモの加工残渣でも通常の冷凍サバと同

等の漁獲が得られ、ハモの加工残渣がマダコのかご漁業の餌として使用可能であることが示唆されました。北部水

産グループでは、今後も同試験を継続していきます。

北部水産グループ資源増殖チーム　内海訓弘

水 研 だ よ り

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
　

第
１
０
回
委
員
会
開
催

　
１
４
日
、
県
水
産
会
館
５
階
研
修

室
に
お
い
て
、
第
１
０
回
大
分
海
区

漁
業
調
整
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
第
１
号
議
案
「
あ
わ
び
類
、
う
に
類

の
採
捕
の
禁
止
に
つ
い
て
」
は
、
資
源

管
理
を
実
践
す
る
た
め
の
公
的
担

保
措
置
と
し
て
、
県
漁
協
が
禁
漁
区

の
設
定
に
係
る
委
員
会
指
示
発
出

を
要
請
し
た
も
の
。

　
あ
わ
び
類
の
種
苗
を
放
流
す
る
米

水
津
地
区
の
周
辺
海
域
、
う
に
類
の

種
苗
を
放
流
す
る
津
久
見
地
区
の

周
辺
海
域
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
９

月
１
日
か
ら
令
和
６
年
８
月
３
１
日

の
２
年
間
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
わ
び
類
、

う
に
類
を
対
象
と
し
た
漁
業
を
禁

止
す
る
委
員
会
指
示
を
発
出
こ
と
に

決
し
た
。

　
第
２
号
議
案
「
知
事
管
理
漁
獲
可

能
量
の
設
定
に
つ
い
て
」
は
知
事
が
委

員
会
の
意
見
を
求
め
た
も
の
。
「
ま
さ

ば
及
び
ご
ま
さ
ば
漁
業
区
分
」
の
知

事
管
理
漁
獲
可
能
量
を
現
行
水
準

（
目
安
水
準
４
２
３
５
㌧
）
に
定
め
る

と
す
る
原
案
に
異
議
な
い
旨
、
知
事

に
答
申
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

　
第
３
号
議
案
「
連
合
海
区
漁
業
調

整
委
員
会
に
関
係
す
る
事
前
協
議
へ

の
委
員
派
遣
に
つ
い
て
」
で
は
、
周
防

灘
及
び
豊
予
連
調
委
に
所
要
の
委

員
を
派
遣
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

　
そ
の
他
の
「
知
事
管
理
漁
獲
可
能

量
の
追
加
配
分
に
つ
い
て
」
で
は
、
事

前
に
設
定
し
た
配
分
ル
ー
ル
に
従

い
、
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
大
型
魚
）
に
０
・
６

㌧
を
追
加
配
分
し
た
こ
と
が  

報
告

さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
前
回
の
第
９
回
委
員
会

で
問
題
と
さ
れ
た
機
船
船
び
き
網

漁
業
に
つ
い
て
、
水
産
庁
通
知
等
に

基
づ
く
明
確
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

更
に
混
獲
率
云
々
に
拘
泥
す
る
意

見
も
あ
っ
た
が
、
委
員
は
事
務
局
の

説
明
を
了
承
し
た
。

写真.1 ハモ加工残渣

個体数 重量(g) 個体数 重量(g)

1 1 974 1 239

8 1 330 1 469

10 0 - 1 576

12 1 1,165 0 -

計 3 2,469 3 1,284

表.1　漁場でのマダコ入網状況

かごNo.
サバ餌 ハモ加工残渣餌



令和　４年　７月 水産おおいた 第１４３号

　
３
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と
な
っ
た

令
和
４
年
度
通
常
総
会
が
終
了
し

た
。
県
職
員
の
頃
、
担
当
職
員
と
し

て
臨
席
し
た
り
、
審
議
監
と
し
て
知

事
祝
辞
を
代
読
し
た
こ
と
も
あ
り
雰

囲
気
は
承
知
し
て
い
た
が
、
当
事
者

と
し
て
座
る
の
は
さ
す
が
に
緊
張
し

た
。
答
弁
を
理
解
し
て
頂
け
た
か
気

が
か
り
だ
。
職
員
の
皆
さ
ん
、
た
い
へ

ん
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
（
追
伸
）
巻
頭
の
総
会
記
事
を
除
き

編
集
が
終
わ
っ
た
２
４
日
、
水
研
か

ら
軽
石
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。
場
所

は
豊
予
海
峡
の
２
地
点
。
北
上
し
て

お
り
、
注
意
が
必
要
だ
。

 中根組合長 全漁連総会 議長デビュー！ 

国交省情報

　
心
に
残
る
「
ウ
オ
メ
シ
」
、
今
回
は

空
の
玄
関
口
・
大
分
空
港
か
ら
ご
紹

介
！

　
航
空
機
に
よ
る
移
動
も
徐
々
に
増

え
、
お
客
様
の
送
迎
時
に
郷
土
料
理

で
歓
談
で
き
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
３
階
の

レ
ス
ト
ラ
ン
は
重
宝
だ
。

　
先
日
、
和
風
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ゝ
瀬
で

見
つ
け
た
の
が
こ
れ
。
活
き
若
武
者

ブ
リ
の
「
り
ゅ
う
き
ゅ
う
丼
」
で
あ

る
。
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
で
買
っ
た
サ
ク

で
う
ま
さ
を
知
っ
て
お
り
、
迷
わ
ず

注
文
し
た
。
お
店
の
味
付
け
も
良

く
、
満
足
の
１
１
８
０
円
に
な
っ
た
。

　
府
内
町
の
姉
妹
店
「
和
ダ
イ
ニ
ン
グ

な
ゝ
瀬
」
も
飲
み
会
で
の
利
用
が
お
薦

め
。
日
本
酒
の
品
ぞ
ろ
え
が
多
く
、

値
段
も
良
心
的
だ
。

「県産魚の日」・・６月は第４金曜日の２４日に
「貝祭り」を開催。蒲江のヒオウギガイ、イワガ
キ、マガキガイ（サムライギッチョ）、鶴見のサザ
エ、トコブシ、カメノテなどの定番のほか、アカニ
シ、ニガニシ、ヤツシロガイなども並んだ。特大の
天然イワガキを求めるお客様もおり、多様な貝類を
紹介できた。

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001443484.pdf

子
が
悪
い
（
上
入
津
支
店)

」
等
の
情

報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
組
合
員
の

皆
さ
ん
、
職
員
各
位
に
は
今
後
の
動

向
に
十
分
に
注
意
し
、
情
報
の
共
有

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
国
交
省
は
小
笠
原
の
海
底

火
山
の
噴
火
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ

る
軽
石
に
関
し
て
、
実
際
に
対
応
に

あ
た
っ
て
い
る
海
運
事
業
者
の
実
例

を
踏
ま
え
、
運
航
の
可
否
判
断
や
海

水
こ
し
器
の
清
掃
頻
度
等
、
軽
石
対

策
を
行
う
際
の
参
考
と
な
る
情
報

等
を
と
り
ま
と
め
た
「
軽
石
被
害
防

止
に
向
け
た
安
全
運
航
の
ポ
イ
ン

ト
」
及
び
「
海
運
事
業
者
に
お
け
る

軽
石
対
策
事
例
集
」
を
公
表
し
て
い

る
。

（7）

　
こ
の
情
報
は
、
海
上
保
安
部
、
県
及

び
市
な
ど
の
関
係
行
政
庁
を
は
じ

め
、
県
漁
協
の
各
支
店
や
生
産
者
に

も
速
や
か
に
伝
え
ら
れ
、
注
意
喚
起

が
行
わ
れ
た
。
　
そ
の
後
は
、
「
入
津

湾
内
へ
の
流
入
は
な
く
育
成
中
の
モ

ジ
ャ
コ
に
影
響
は
な
い
（
下
入
津
支

店)

」
、
「
漁
船
数
隻
の
エ
ン
ジ
ン
の
調

　
小
笠
原
の
海
底
火
山
「
福
徳
岡
ノ
場
（
ふ
く
と
く
お
か
の
ば
）
」
の

噴
火
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
軽
石
が
、
本
県
の
漁
場
に
も
漂
着

し
た
。
１
日
の
午
前
、
佐
伯
市
蒲
江
の
上
入
津
地
区
ブ
リ
生
産
者

が
情
報
提
供
し
た
も
の
。
入
津
湾
沖
の
養
殖
場
付
近
で
漂
着
が
確

認
さ
れ
た
。

大
分
に
も
軽
石
漂
着

今
後
の
動
向
に
ご
注
意
を
！

坂
本
新
会
長

中
根
議
長
と
岸
会
長

　２３日、東京都で開催された２０２２年度全漁連「第１回通
常総会」において、中根組合長は議長の大役を勤めた。
　新会長には、坂本雅信氏（ＪＦ千葉漁連）が選任された。

速報

サカナをたべれば

幸福が見えてくる

ウ オ
メ シ

編

集

後

記

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001443484.pdf

